
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ロールの写真フイルム上の磁気トラックに磁気情報を記録する磁気情報の記録方法に
おいて、
　前記磁気トラックをフイルム先端のリーダー部におけるリーダートラックと前記リーダ
ー部の後方の各フレームに対応するフレームトラックとに区分し、
　前記リーダートラックに メ
ーカー固有のメーカーコードを含むメーカー識別コードを記録し、
　前記メーカー識別コードによって規定され 気情報を各フレームトラックに記録した
ことを特徴とする磁気情報の記録方法。
【請求項２】
　前記メーカー識別コードは、メーカー固有の機器ナンバー等を示す分類コード及びサー
ビス内容を示すバージョン管理ナンバーを含む請求項１の磁気情報の記録方法。
【請求項３】
　前記フレームトラックに記録される複数の機能に対応した磁気情報のうち特定の機能を
示す機能選択コードを前記リーダートラックに記録し、
　前記機能選択コードによって選択した機能に対応する磁気情報のみを各フレームトラッ
クに記録したことを特徴とする請求項１又は２の磁気情報の記録方法。
【請求項４】
　前記フレームトラックに記録される複数の機能は、ラボへの注文機能、フイルム画像を
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モニタＴＶに再生させる自動再生機能、フイルム画像をプリントさせる自動プリント機能
及び使用されないフレームトラックをロール全体又は任意のフレームの情報記録用に開放
させる機能のうちの２以上を含む請求項３の磁気情報の記録方法。
【請求項５】
　前記機能選択コードは、大分類と、該大分類を細分化する小分類とに区分される請求項
３又は４の磁気情報の記録方法。
【請求項６】
　前記機能選択コードによって選択される機能を、第１の機能から第２の機能に変える際
には、前記リーダートラック及び各フレームトラックの磁気情報を外部記録手段に記録し
ておき、前記第２の機能から第１の機能に戻す際には、前記外部記録手段から情報を読み
出して前記リーダートラック及び各フレームトラックに磁気情報を記録することを特徴と
する請求項３又は４の磁気情報の記録方法。
【請求項７】
　バージョンアップ可能な装置に適用され、前記メーカー識別コード内のバージョン管理
ナンバーを、スイッチ操作又は更新された所定のバージョン管理ナンバーを有する写真フ
イルムから読み取ることによって自動的に所定のバージョン管理ナンバーに更新するとと
もにバージョンアップすることを特徴とする請求項２の磁気情報の記録方法。
【請求項８】
　１ロールの写真フイルム上の磁気トラックに磁気情報を記録する磁気情報の記録方法に
おいて、
　前記磁気トラックをフイルム先端のリーダー部におけるリーダートラックと、前記リー
ダー部の後方の各フレームに対応するフレームトラックとに区分し、
　前記フレームトラックに記録される複数の機能

に対応した磁気情報のうち特定の機能を示す
機能選択コードを前記リーダートラックに記録し、
　前記機能選択コードによって選択した機能に対応する磁気情報のみを各フレームトラッ
クに記録したことを特徴とする磁気情報の記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は磁気情報の記録方法に係り、特に１ロールの写真フイルム上の磁気トラックに磁
気情報を記録する磁気情報の記録方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、写真フイルムに透明磁性体を塗布して磁気記録層を形成し、カメラでの撮影時に磁
気記録層の所定の磁気トラックに撮影データを記録するカメラが知られている（米国特許
４８７８０７５号）。この種のカメラによれば、撮影日時、撮影フォーマット、フレーム
の縦横・上下左右、ストロボＯＮ／ＯＦＦ等を磁気トラックに記録することができる。
【０００３】
また、ラボ（現像所）からのフイルムの返却形態として、現像済みの１ロール分のフイル
ムをフイルムカートリッジに収納して返却することが提案されており、特開平５－７５９
２２号公報に記載のフイルムプレーヤでは、このフイルムカートリッジを使用している。
尚、フイルムプレーヤは、現像済みスチル写真フイルムをイメージセンサで撮像し、写真
フイルムの画像を画像信号に変換し、これをモニタＴＶに出力してフイルム画像を表示さ
せるものである。
【０００４】
上記フイルムプレーヤ等を利用して、フイルムの各フレームに対応する磁気トラックにラ
ボへの焼増し注文情報を記録したり、所望のフイルム画像を再生させるために必要な各種
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の情報や、フレーム画像を自動プリントするめに必要な情報等を記録することができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記写真フイルムの各フレームに対応する磁気トラックは、トラック長さに制
限があるため、フレームに関連する情報としては非常に少量の情報しか記録することがで
きず、そのためラボサービスあるいはホームサービスを十分に受けられないという問題が
ある。
【０００６】
また、上記写真フイルムを使用するフイルムプレーヤ等の機器によって記録再生される磁
気情報は、メーカーや機器毎に異なり、また、写真フイルムの磁気トラックからプリント
注文情報を読み取ってプリントするラボサービスもラボによって異なる場合があり、この
場合には、磁気トラックの磁気情報によっては、機器、ラボで対応できなかったり、間違
ったサービスが提供されたりするおそれがある。
【０００７】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、フイルムプレーヤ等の機器、ラボにお
いて誤ったサービスを未然に防止することができ、また磁気トラックの磁気記録容量内に
もかかわらず十分なサービスを受けることができる磁気情報の記録方法を提供することを
目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記目的を達成するために、１ロールの写真フイルム上の磁気トラックに磁気
情報を記録する磁気情報の記録方法において、前記磁気トラックをフイルム先端のリーダ
ー部におけるリーダートラックと前記リーダー部の後方の各フレームに対応するフレーム
トラックとに区分し、前記リーダートラックに

メーカー固有のメーカーコードを含むメーカー識別コードを記録し、前
記メーカー識別コードによって規定され 気情報を各フレームトラックに記録したこと
を特徴としている。
【０００９】
また、前記メーカー識別コードの代わりに又はメーカー識別コードとともに、前記フレー
ムトラックに記録される複数の機能に対応した磁気情報のうち特定の機能を示す機能選択
コードを前記リーダートラックに記録し、前記機能選択コードによって選択した機能に対
応する磁気情報のみを各フレームトラックに記録したことを特徴としている。
【００１０】
更に、前記機能選択コードによって選択される機能を、第１の機能から第２の機能に変え
る際には、前記リーダートラック及び各フレームトラックの磁気情報を外部記録手段に記
録しておき、前記第２の機能から第１の機能に戻す際には、前記外部記録手段から情報を
読み出して前記リーダートラック及び各フレームトラックに磁気情報を記録することを特
徴としている。
【００１１】
【作用】
本発明によれば、磁気トラックをフイルム先端のリーダー部におけるリーダートラックと
前記リーダー部の後方の各フレームに対応するフレームトラックとに区分し、前記リーダ
ートラックにメーカー固有のメーカーコードを含むメーカー識別コードを記録するように
している。また、各フレームトラックには、前記メーカー識別コードによって規定される
磁気情報を記録するようにしている。これにより、機器やラボでは、リーダートラックに
おけるメーカー識別コードを読み取ることによって、どのメーカーの、どのサービスが提
供されているかを認識した上で、各フレームトラックに記録された磁気情報に対して対応
することができ、対応できない場合には、機器では予め警告等を発したり、ラボでは対応
できる他のラボに回したり、ユーザーにその旨を伝えて返却することができる。
【００１２】
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また、前記リーダートラックに特定の機能を示す機能選択コードを記録し、この機能選択
コードによって選択した機能に対応する磁気情報のみを各フレームトラックに記録するよ
うにしたため、各フレームトラックを機能別に利用することができ、これにより磁気トラ
ックの磁気記録容量内でも十分なサービスを受けることができる。
【００１３】
更に、機能選択コードによって選択される機能を変更する際には、変更前の機能に関する
磁気情報は消去され、変更後の機能に関する磁気情報が記録されるが、外部記録手段には
変更前の磁気情報が残されているため、再び変更前の磁気情報に戻す場合には、外部記録
手段に記録されている磁気情報をリーダートラック及び各フレームトラックに記録すれば
よい。
【００１４】
【実施例】
以下添付図面に従って本発明に係る磁気情報の記録方法の好ましい実施例を詳説する。
図１は本発明に係る磁気情報の記録方法が適用されるフイルムプレーヤの外観図である。
同図に示すように、このフイルムプレーヤ１００は直方体状に形成され、その前面にはフ
イルムカートリッジトレー１０２及び電源スイッチ１０４が設けられている。フイルムカ
ートリッジトレー１０２は、フイルムカートリッジ１１０のローディング／アンローディ
ング時に前後方向に進退駆動され、これよりフイルムカートリッジ１１０の収納または取
出しが行われる。
【００１５】
フイルムプレーヤ１００にはマウス１２０及びモニタＴＶ１０９が接続されており、マウ
ス１２０からは信号ケーブル１０６を介してフイルムプレーヤ１００を制御するための各
種の操作信号がフイルムプレーヤ１００に出力され、フイルムプレーヤ１００からは信号
ケーブル１０８を介して映像信号がモニタＴＶ１０９に出力される。尚、マウス１２０に
よるフイルムプレーヤ１００の制御の詳細については後述する。
【００１６】
フイルムカートリッジ１１０は、図２に示すように単一のスプール１１２を有し、このス
プール１１２に写真フイルム１１４が巻回されている。この写真フイルム１１４には、各
フレームの位置を示すパーフォレーション１１４Ａが穿設されている。また、写真フイル
ム１１４には透明磁気記録層が設けられており、その縁部に磁気トラック１１４Ｂと１１
４Ｃが形成されるようになっている。尚、磁気トラック１１４ＢはラボやＤＰＥ取次店で
使用されるトラックであり、磁気トラック１１４Ｃはユーザーが使用するトラックである
。
【００１７】
ここで、１ロールのフイルムのうち、第１フレームの位置を示すパーフォレーション１１
４Ａよりもフイルム先端側をリーダー部といい、磁気トラック１１４Ｃのうちのリーダー
部の磁気トラックをリーダートラックＬ１，Ｌ２といい、また、第１フレームの位置を示
すパーフォレーション１１４Ａよりも後端側をフレーム部といい、フレーム部の磁気トラ
ックをフレームトラックという。そして、リーダートラックには１ロール全体の磁気情報
が記録され、フレームトラックにはフレーム毎の磁気情報が記録される。
【００１８】
尚、これらのトラックには、磁気ヘッドを有するカメラやフイルムプレーヤ１００等によ
って磁気情報が記録される。カメラによって記録される磁気情報としては、例えば、撮影
条件、疑似ズーム情報、フレーム番号、ハイビジョン画像、パノラマ画像及び通常画像の
いずれかを示すプリントフォーマット、撮影日／時刻等が考えられるが、その他、カメラ
によって多種類の情報を記録することができる。また、写真フイルム１１４には、被写体
光によって露光されるフレーム領域以外にフイルムタイプ、フレーム番号等を示すバーコ
ードや、撮影時にカメラ内蔵の光源によってプリントフォーマット等を示すデータを光学
的に記録することができる。更に、現像処理された写真フイルム１１４はフイルムカート
リッジ１１０に巻き取られ、これにより保管できるようになっている。
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【００１９】
図３は上記フイルムプレーヤ１００の内部構成の一実施例を示すブロック図である。この
フイルムプレーヤ１００は、主として照明用の光源１３０、撮影レンズ１３６、ＣＣＤラ
インセンサ１４２を含むＣＣＤ回路ユニット１４０、第１信号処理回路１５１、第２信号
処理回路１５２、第３信号処理回路１５３、メモリ制御回路１５４、ＣＣＤバッファＭ１
、表示バッファＭ２、中央処理装置（ＣＰＵ）１６０、フイルム駆動メカ１７０、光学デ
ータ読取装置１８０、磁気記録再生装置１８２等を備えている。
【００２０】
光源１３０は、例えばフイルム１１４の給送方向と直交する方向に長い蛍光灯からなり、
赤外カットフィルタ１３２を介してフイルム１１４を照明する。フイルム１１４を透過し
た画像光は、単焦点の撮影レンズ１３６を介してＣＣＤラインセンサ１４２の受光面に結
像される。尚、ＣＣＤラインセンサ１４２によるフイルム画像の撮像中には、フイルム１
１４はフイルム駆動メカ１７０によって一定速度で矢印Ａ方向（以下、順方向という）又
は矢印Ｂ方向（以下、逆方向という）に移動させられるが、このフイルム駆動の詳細につ
いては後述する。
【００２１】
ＣＣＤラインセンサ１４２はフイルム給送方向と直交する方向に配設されている。そして
、ＣＣＤラインセンサ１４２の受光面に結像された画像光は、Ｒ，Ｇ，Ｂフィルタを有す
る各センサで所定時間電荷蓄積され、光の強さに応じて量のＲ，Ｇ，Ｂの信号電荷に変換
される。このようにして蓄積された信号電荷は、ＣＣＤ駆動回路１４４から加えられる所
定周期のリードゲートパルスによってシフトレジスタに読み出され、レジスタ転送パルス
によって順次読み出される。
【００２２】
尚、ＣＣＤラインセンサ１４２は、フイルム給送方向と直交する方向に例えば１０２４画
素分のセンサを有している。また、１フレームのフイルム給送方向と同方向の画素数は、
ＣＣＤ駆動回路１４４のリードゲートパルス等の周期を変更しない場合にはフイルム給送
速度に応じて変化し、本実施例では標準のフイルム画像を取り込む時の給送速度の１／２
倍、１倍、８倍、１６倍の各速度における画素数は、１７９２画素、８９６画素、１１２
画素、５６画素である。
【００２３】
このようにしてＣＣＤラインセンサ１４２から読み出された信号電荷は、ＣＤＳクランプ
によってクランプされてＲ，Ｇ，Ｂ信号としてアナログ処理回路１４６に加えられ、ここ
でＲ，Ｇ，Ｂ信号のゲイン等が制御される。アナログ処理回路１４６から出力されるＲ，
Ｇ，Ｂ信号はマルチプレクサ１４８によって点順次化され、Ａ／Ｄコンバータ１５０によ
ってデジタル信号に変換されたのち、第１信号処理回路１５１及びＣＰＵ１６０に加えら
れる。
【００２４】
第１信号処理回路１５１は、白バランス調整回路、ネガポジ変転回路、γ補正回路及びＲ
ＧＢ同時化回路等を含み、順次入力する点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号を各回路で適宜信号処理
したのち、同時化したＲ，Ｇ，Ｂ信号を第２信号処理回路１５２に出力する。尚、第１信
号処理回路１５１における白バランス調整回路は、ＣＰＵ１６０から加えられる制御信号
に基づいて行うもので、その詳細は後述する。
【００２５】
第２信号処理回路１５２はマトリクス回路を有し、入力するＲ，Ｇ，Ｂ信号に基づいて輝
度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  を生成し、これらをメモリ制御回路１５４に出力する。
メモリ制御回路１５４は、上記輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  のＣＣＤバッファＭ１へ
の書込み／読出しを制御するとともに、ＣＣＤバッファＭ１に記憶された輝度信号Ｙ及び
クロマ信号Ｃ r / b  の表示バッファＭ２への書込み／読出しを制御する。尚、ＣＣＤバッフ
ァＭ１及び表示バッファＭ２への書込み／読出し制御の詳細については後述する。
【００２６】
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メモリ制御回路１５４によって表示バッファＭ２から読み出される輝度信号Ｙ及びクロマ
信号Ｃ r / b  は、第３信号処理回路１５３に加えられる。第３信号処理回路１５３は、入力
する輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  に基づいて例えばＮＴＳＣ方式のカラー複合映像信
号を生成し、これをＤ／Ａコンバータ１５６を介してビデオ出力端子１５８に出力する。
尚、メモリ制御回路１５４、第３信号処理回路１５６及びＤ／Ａコンバータ１５６には同
期信号発生回路１５９から所定周期の同期信号がそれぞれ加えられており、これにより各
回路の同期がとられるとともに所要の同期信号を含む映像信号が得られるようにしている
。また、ＣＣＤ回路ユニット１４０、Ａ／Ｄコンバータ１５０、第１信号処理回路１５１
、第２信号処理回路１５２及びメモリ制御回路１５４にはＣＰＵ１６０によって制御され
るタイミング信号発生回路１６２からタイミング信号がそれぞれ加えられており、これに
より各回路の同期がとられている。
【００２７】
フイルム駆動メカ１７０は、フイルムカートリッジ１１０のスプール１１２と係合し、そ
のスプール１１２を正転／逆転駆動するフイルム供給部と、このフイルム供給部から送出
されるフイルム１１４を巻き取るフイルム巻取部と、フイルム搬送路に配設され、フイル
ム１１４をキャプスタンとピンチローラとで挟持してフイルム１１４を一定速度で送る手
段とから構成されている。尚、上記フイルム供給部は、フイルムカートリッジ１１０のス
プール１１２を図３上で時計回り方向に駆動し、フイルム先端がフイルム巻取部によって
巻き取られるまでフイルムカートリッジ１１０からフイルム１１４を送り出すようにして
いる。
【００２８】
光学データ読取装置１８０は、フイルム１１４のパーフォレーション１１４Ａを光学的に
検出する第１の光センサ１８０Ａと、フイルム縁部に書き込まれているバーコード等の光
学データを光学的に検出する第２の光センサ１８０Ｂとを含み、これらの光センサ１８０
Ａ、１８０Ｂを介して検出した光学データを処理してＣＰＵ１６０に出力する。
【００２９】
磁気記録再生装置１８２は磁気ヘッド１８２Ａを含み、磁気ヘッド１８２Ａを介してフイ
ルム１１４の磁気トラック１１４Ｃに記録されている磁気データを読み取り、その磁気デ
ータを処理してＣＰＵ１６０に出力してＲＡＭ１６０Ａに記録し、また、ＣＰＵ１６０の
ＲＡＭ１６０Ａに記録されたデータを読み出し、これを磁気記録に適した信号に変換した
のち磁気ヘッド１８２Ａに出力し、フイルム１１４の磁気トラック１１４Ｃに記録する。
【００３０】
次に、上記構成のフイルムプレーヤ１００の作用について、図４に示すフローチャートを
参照しながら説明する。
このフイルムプレーヤ１００は、フイルム画像をモニタＴＶ１０９に再生させる自動再生
機能の他に、ラボへの注文機能、図示しないビデオプリンタに接続することによりフイル
ム画像をプリントさせる自動プリント機能等を有しており、これらの機能を適宜選択でき
るようになっている。
【００３１】
先ず、フイルムカートリッジ１１０をフイルムカートリッジトレー１０２にセットすると
、ＣＰＵ１６０はフイルム駆動メカ１７０を制御してフイルムローディングを実行する（
ステップ２００）。即ち、フイルムカートリッジ１１０からフイルム１１４を送り出し、
フイルム先端をフイルム巻取部の巻取軸に巻き付ける。
【００３２】
フイルムローディングが完了すると、フイルム１１４の第１のプリスキャンを実行する。
即ち、図５に示すようにフイルム１１４を１４８．０ｍｍ／秒の高速で順方向に給送し、
続いて１４８．０ｍｍ／秒の高速で逆方向に巻き戻す。上記順方向の第１のプリスキャン
時には、ＣＣＤラインセンサ１４２を介して画像データが取り込まれるとともに、光学デ
ータ読取装置１８０及び磁気記録再生装置１８２を介して光学データ及び磁気データが読
み取られる。
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【００３３】
次に、上記第１のプリスキャン時に取り込んだ画像データに基づく処理について説明する
。
ＣＰＵ１６０は、図３に示すＡ／Ｄコンバータ１５０から点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号を入力
する。ＣＰＵ１６０は、全フレームのＲ，Ｇ，Ｂ信号を各別に取り込み、色信号別のオフ
セット量、及び白バランスを調整するための色信号別のゲイン調整量を算出し、これらの
色信号別のオフセット量を示すオフセットデータ及びゲイン調整量を示すＡＷＢデータを
フレーム毎にＣＰＵ内蔵のランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）１６０Ａに記憶する。
また、各フレームのＲ，Ｇ，Ｂ信号から各フレームの明るさを示すＡＥデータをＲＡＭ１
６０Ａに記憶する。尚、ＣＰＵ１６０は、光学データ読取装置１８０及び磁気記録再生装
置１８２を介して加えられる光学データ及び／又は磁気データに基づいてフイルム１１４
の各フレームを検知することができ、また、各フレームをカウントすることによりフレー
ム番号も検知することができる。
【００３４】
続いて、フイルム１１４の第２のプリスキャンを実行する。即ち、図５に示すようにフイ
ルム１１４を７４・０ｍｍ／秒の高速で順方向に再び給送し、続いて１４８．０ｍｍ／秒
の高速で逆方向に巻き戻す。上記順方向の第２のプリスキャン時には、再びＣＣＤライン
センサ１４２を介して画像データが取り込まれる。この画像データの取込み時には、ＣＰ
Ｕ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶したＡＥデータに基づいて絞り制御装置１６４を介し
て各フレーム毎に絞り１３４を制御する。
【００３５】
また、ＣＰＵ１６０は、第１信号処理回路１５１において、各フレーム毎にＲ，Ｇ，Ｂ信
号のオフセット量及び白バランスの調整を行わせる。即ち、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６
０Ａに記憶した各フレームの色信号毎のオフセットデータを第１信号処理回路１５１に出
力し、第１信号処理回路１５１はこのオフセットデータに基づいて点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信
号のオフセット量を調整する。同様に、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶した各フ
レームの色信号毎のＡＷＢデータを第１信号処理回路１５１に出力し、第１信号処理回路
１５１はこのＡＷＢデータに基づいて点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号のゲインを調整する。
【００３６】
上記ＡＥデータ、ＡＷＢデータ等に基づいて各フレームの画像データを調整しているため
、各フレームの撮影条件にかかわらず、良好な画像データを取り込むことができる。
このようにして調整された各フレームの画像データ、即ち、第２信号処理回路１５２から
出力される輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  は、メモリ制御回路１５４を介してＣＣＤバ
ッファＭ１に順次記憶される。尚、前述したように標準のフイルム画像を取り込む時の給
送速度の８倍の速度でフイルム１１４が給送されるため、図６（Ａ）に示すように１フレ
ームのフイルム給送方向と同方向の画素数は、１１２画素である。また、ＣＣＤラインセ
ンサ１４２は、前述したようにフイルム給送方向と直交する方向に１０２４画素分のセン
サを有しているが、１／１６に間引くことにより１フレームのフイルム給送方向と直交す
る方向の画素数は、６４画素である。そして、ＣＣＤバッファＭ１は、図６（Ａ）に示す
ように５１２×１０２４画素のデータを記憶する記憶容量を有しており、これにより５×
４×２（＝４０）フレーム分の画像データを記憶することができる。即ち、ＣＣＤバッフ
ァＭ１には、４０フレーム分のインデックス画像を示す画像データ（以下、インデックス
画像データという）が記憶されることになる。
【００３７】
表示バッファＭ２は、図６（Ｂ）に示すように５１２×１０２４画素のデータを記憶する
記憶容量を有しているが、上記インデックス画像データを記憶する場合には、１フレーム
の画素が７３×１２８画素にされて４×５（＝２０）フレーム分の画像データを記憶する
。そして、インデックス画像をモニタＴＶ１０９に表示させる場合には、表示バッファＭ
２の左上の４８０×６４０画素分の領域が読み出される（図６（Ｂ）、（Ｃ）参照）。
【００３８】
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尚、表示バッファＭ２には１度に２０フレーム分の画像データしか記憶できないため、イ
ンデックス画像をスクロール又は画面切り替えを行うことによって４０フレーム分のイン
デックス画像を表示する。
ところで、ＣＰＵ１６０は、上記スキャン時における各フレームの画像データの読取り順
に各フレームに対してフレーム番号を１、２、…とし、各フレームのフレーム番号を示す
キャラクター信号を出力することにより、フレーム番号がスーパーインポーズされたイン
デックス画像を表示させるようにしている（ステップ２０２）。
【００３９】
上記のようにしてインデックス画像の作成が行われ、インデックス画像がモニタＴＶ１０
９に表示されると、続いてインデックス画像を見ながらマウス１２０を使用し、モニタＴ
Ｖ１０９に所望のフイルム画像を再生させるために必要な各種の情報（以下、自動再生情
報という）、フレーム画像をホームプリントするたのめに必要な情報（以下、ホームプリ
ント情報）又はラボへの注文情報の入力を行う（ステップ２０４）。
【００４０】
ところで、図示しない機能選択手段によって自動再生情報機能、ホームプリント機能、ラ
ボへの注文機能等が選択されるが、自動再生機能が選択された場合に入力する自動再生情
報としては、以下の情報がある。
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上記各情報の入力は、マウス１２０の〔実行〕キー１２０Ａ及び〔取消〕キー１２０Ｂ（
図３参照）と、ロールによる矢印位置指定とによって行われる。
【００４１】
即ち、ＣＰＵ１６０は、自動再生機能が選択されている場合には、図７に示すように２０
フレーム分のインデックス画像とともに各種の設定メニューを示す文字又はアイコンをモ
ニタ画面の下側に表示させる。このインデックス画面における編集対象のフレームの選定
は、マウス１２０を用いて矢印を編集対象のフレームに移動させて〔実行〕キー１２０Ａ
をクリックすることによって行う。選定されたフレームは、図７の７番目のフレームに示
すように他のフレームに比べて濃い黒枠が表示される。
【００４２】
その後、任意の設定メニューを示す示す文字又はアイコンの位置に矢印を移動させ、〔実
行〕キー１２０Ａを操作することによって、設定メニューを選択する。
例えば、各フレームの再生順序に関する情報を入力する場合には、マウス１２０によって
再生順序設定メニューを選択する。その後、マウス１２０によって再生順序に応じたフレ
ームに矢印を移動させて〔実行〕キー１２０Ａをクリックする。これを繰り返すことにり
複数フレームの再生順序を入力することができる。尚、再生順を指定する毎にインデック
ス画像の各フレームに再生順序を示す番号を表示するようにすれば、重複して指定するお
それがなくなる。また、最初に指定したフレーム及び最後に指定したフレームのフレーム
番号情報は、それぞれ前述した再生開始フレーム番号情報及び再生終了フレーム番号情報
に対応し、また指定しなかったフレームのフレーム番号情報は、未再生フレーム指定情報
に対応する。
【００４３】
同様にして、前述した各種の情報をオンスクリーン対話方式でマウス１２０を使いながら
入力することができる。上記情報の入力が終了すると、１フレームをモニタ表示するか否
かの選択が行われる（ステップ２０６）。そして、１フレームを表示することが選択され
ると、そのフレーム画像を見ながら上記と同様な情報を入力することができる。
【００４４】
即ち、先ずフレーム番号を設定し（ステップ２０８）、続いて図５に示すようにフイルム
１１４を９．２５ｍｍ／秒で順方向に１フレーム分給送して、設定したフレーム番号のフ
レームをスキャン（本スキャン）する（ステップ２１０）。この本スキャン時にＣＣＤラ
インセンサ１４２を介して画像データがＣＣＤバッファＭ１に取り込まれる。
【００４５】
この画像データの取込み時には、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶したＡＥデータ
、ＡＷＢデータ等に基づいて各フレームの画像データを調整しているため、各フレームの
撮影条件にかかわらず、良好な画像データを取り込むことができる。また、このようにし
てＣＣＤバッファＭ１に取り込まれる１フレーム分の画素数は、図６（Ｄ）に示すように
５１２×８９６画素である。即ち、１０２４画素分のセンサを有するＣＣＤラインセンサ
１４２のＣＣＤ出力を、本スキャン時には１／２に間引き、これにより１フレームのフイ
ルム給送方向と直交する方向の画素数を５１２とし、また、フイルム給送速度をインデッ
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クス画像の画像データの取込み時に比べて１／８にすることにより、インデックス画像の
１フレームのフイルム給送方向と同方向の画素数（１１２画素）の８倍の８９６画素とし
ている。
【００４６】
上記のようにしてＣＣＤバッファＭ１に取り込まれた１フレーム分の画像データは、表示
バッファＭ２に転送され、この表示バッファＭ２の記憶内容が繰り返し読み出されことに
よりモニタＴＶ１０９に１フレームの画像が表示される。尚、このモニタ画面には、図８
（Ａ）に示すようにフレーム番号（同図上では７）がモニタ画面左上に表示され、また各
種の設定メニューを示す文字又はアイコンをモニタ画面の下側に表示される。
【００４７】
上記メニューの選択は、前述したインデックス画像を用いた情報入力時と同様にマウス１
２０を使用して行われる。
いま、「画面切替え」を示す文字又はアイコンに矢印を合わせて〔実行〕キー１２０Ａを
クリックすると、画面切替え設定メニューとなり、画面切替え設定メニューの各項目のパ
ラメータが、画面左下に表示される（図８（Ｂ））。尚、以前の設定パラメータは点滅す
るようになっている。
【００４８】
ここで、マウス１２０を動かし、任意のパラメータに矢印を移動させ、〔実行〕キー１２
０Ａをクリックすると、これによって選択されたパラメータに点滅位置が移る。そして、
再び〔実行〕キー１２０Ａをクリックすると（２回目のクリックで）、パラメータが設定
されるとともにその項目の設定画面が消える。
次に、図示しないキーボードを使用して文字情報を入力する場合について説明する。
【００４９】
この場合には、先ずマウス１２０でモニタ画面上の矢印を動かし、設定画面の「タイトル
」の文字又はアイコンを選択し、〔実行〕キー１２０Ａでクリックする。これにより、タ
イトル設定メニューとなり、図８（Ｃ）に示すようにモニタ画面の下側に横長の白欄（左
すみが点滅）と、その右上側に「確定」と「取止め」の文字が表示される。
【００５０】
続いて、フイルムプレーヤ１００に接続されたキーボード（図示せず）を操作すると、左
隅から右側に順にタイトルが入力される。点滅位置も順に右に移動する。文字入力の途中
で訂正がある場合には、〔取消〕キー１２０Ｂをクリックする。これにより、右側の点滅
された部分のタイトルが１文字ずつ消えてキャンセルされる。全ての入力が終了すると、
マウス１２０で矢印を「確定」表示部分に移動し、〔実行〕キー１２０Ａをクリックする
。これによりタイトル設定が終了するとともに、白欄、「確定」、「取止め」の文字が消
える。タイトル入力を止める場合は、マウス１２０で矢印を「取止め」表示部分に移動し
、〔実行〕キー１２０Ａをクリックする。これにより、いままで設定したタイトル情報が
消え、設定する前のタイトルがその情報として残る。
【００５１】
上記のようにして各種の情報をオンスクリーン対話方式でマウス１２０を使いながら入力
することができる。上記情報の入力が終了すると（ステップ２１４）又はステップ２０６
でフレーム表示を選択しない場合には、図５に示すようにフイルム１１４を１４８．０ｍ
ｍ／秒の高速で順方向に給送し、この給送中にＣＰＵ１６０のＲＡＭ１６０Ａに記憶され
た磁気データがフイルム１１４の磁気トラック１１４Ｃに記録される（ステップ２１６）
。磁気データの記録が終了すると、フイルム１１４は１４８．０ｍｍ／秒の高速で逆方向
に巻き戻され、フイルムカートリッジ１１０の取り出しが行われる（ステップ２１８）。
【００５２】
次に、上記磁気トラック１１４Ｃへの磁気データの記録方法について説明する。
図２に示したように、ユーザーが使用する磁気トラック１１４Ｃのうちのリーダー部のリ
ーダートラックＬ１，Ｌ２の記録フォーマットを図９に示す。
同図において、 Syncは同期信号、 SSはスタート信号、 VIは記録方式のバージョンを示すデ
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ータ、 ID1,ID2 はデータフィールドの種類及びデータフィールドに含まれる情報の種類を
規定するデータ、 LNG はデータフィールド全体のデータ長を規定するデータ、 LRC はデー
タフィールド全体のエラーチェック・訂正に使用するデータ、及び ESはエンド信号を示す
データが記録される領域である。そして、領域 LNG と領域 LRC との間に、ユーザー領域が
設けられている。
【００５３】
リーダートラックＬ１のユーザー領域には、例えばロールタイトル等が記録される。また
、リーダートラックＬ２のユーザー領域は、その先頭に４バイトのメーカー識別コード領
域と、２バイトの機能選択テーブル FT1,FT2 が設けられ、その次に他のデータを記録する
領域が設けられている。
ここで、上記メーカー識別コード領域には、２バイトのメーカー固有のメーカーコードＭ
Ｋが記録されるとともに、次段にそれぞれ１バイトの分類コードＣＬ及びバージョン管理
ナンバーＶＥが記録される。分類コードＣＬはメーカー固有の分類（例えば、機器のナン
バー）を示すデータであり、バージョン管理ナンバーＶＥはサービス内容を示すデータで
ある。即ち、フイルムプレーヤ１００は、バージンフイルム（リーダートラック等に磁気
記録されていないフイルム）がセットされた場合、あるいはユーザーの意思による命令が
あったときに、メーカー識別コード領域に、予め設定されているメーカーコードＭＫ、分
類コードＣＬ及びバージョン管理ナンバーＶＥを自動的に記録する。
【００５４】
従って、フイルムプレーヤや他の機器等によってリーダートラックＬ２のメーカー識別コ
ードを読み取ることにより、どのメーカーの、どのサービスが提供されているかを、機器
、ユーザー、ラボで認識することができる。即ち、読み取ったメーカー識別コードによっ
て、機器やラボで対応できるか否かを判断することができ、対応できない場合には、機器
においては警告を発し、間違ったサービスや磁気記録ができないようにすることができ、
ラボにおいては対応できるラボに回したり、ユーザーにその旨を伝えて返却し、誤ったプ
リントサービスが発生しないようにすることができる。
【００５５】
また、メーカー識別コード領域の次の２バイトの機能選択テーブル FT1,FT2 には、ユーザ
ーによって選択した所望のサービス（自動再生、ホームプリント、ラボへの注文等のいず
れかのサービス）を示す機能選択コードが記録される。そして、各フレームトラックには
、機能選択テーブル FT1,FT2 に記録されるサービスに対応したデータのみが記録される。
これにより、フレームトラックの限られた磁気記録容量にもかかわらず、個別のサービス
を十分に受けられる。
【００５６】
更に、機能選択は、大分類と、大分類を細分化する小分類とに区分され区分され、前記機
能選択テーブル FT1,FT2 にはそれぞれ大分類と小分類を示す機能選択コードが記録される
。例えば、大分類でＴＶスライドショーを選択した場合には、小分類で全自動再生（フイ
ルム挿入時に機器が自動的に機器の設定にしたがった再生）、自動再生（ユーザーの設定
にしたがった再生）の二者択一をさせ、これによりフレームトラックでの記録内容を変え
ることにより、十分なサービスが受けられるようにする。
【００５７】
尚、自動再生時に設定する項目としては、前述した項目が考えられるが、小分類で全自動
再生と自動再生とを選択した場合には、例えば、以下のように各トラックに記録される情
報が区分される。
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上記実施例では、自動再生機能を選択した場合について説明したが、ラボへの注文機能を
選択した場合に入力するラボへの注文情報としては、以下の情報がある。
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そして、これらの情報は、前述した自動再生時と同様にして入力することができる。尚、
機能選択時に異なる機能を選択し、新たな磁気情報として保存する場合には、前の磁気情
報は失われる。
【００５８】
例えば、自動再生機能を選択して自動再生情報が設定保存されているときに、同じフイル
ムを使用してラボへの注文情報を記録する場合には、注文情報が先の自動再生情報に上書
きされるため、自動再生情報は磁気情報としては失われる。そこで、この場合には、機器
側にフラッシュメモリ等の外部記憶手段を用意することにより、これに前記自動再生情報
を保存しておくことができる。そして、注文終了後に戻ってきたフイルムで再度前記自動
再生を行うことは、前記外部記憶手段から読み出すことによって可能であり、ユーザーの
意図により再度磁気情報として書き込むことも可能である。
【００５９】
次に、メーカー、機器によるサービス及びそのバージョンアップの設定方法について説明
する。
機器発売時にはサービスできないものでも、近未来的に可能なサービスは機器内のプログ
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ラムに入れておく。尚、機器のプログラムを新たなサービスに対応したプログラムに書き
換えるようにしてもよい。これを運用する方法として、機器の切換スイッチを設け、メー
カーあるいはラボの指示により、切換スイッチを所定側に入れることで、新サービスプロ
グラムを運用するとともに、機器は切換スイッチが所定位置にあることを判別し、前述し
たバージョン管理ナンバーＶＥを所定のナンバーに書き換える。尚、新サービスが可能と
なった時期からユーザーに返却するフイルムのバージョン領域を所定のナンバーに書き換
え、これによりユーザーがそのフイルムを機器に装填した時点から自動的に新サービスの
運用が開始されるようにしてもよい。
【００６０】
更に、上記機能選択コードによって選択される機能として、以下の機能を用意することが
できる。
この機能は、フレームトラックの磁気情報はフレーム単位の情報ではなく、ロール全体の
情報であることを指定する機能である。これにより、複数のフレームトラックにわたって
所望の情報、例えばロールに共通する文字情報や、ユーザーの住所氏名電話番号等を記録
することができる。これらの情報をラボに伝えることにより、情報量の大きなポストカー
ドの文字情報も入力することができる。
【００６１】
また、別の機能として、ユーザーが消去したフレーム（機器でＴＶ再生しないフレーム、
プリント注文しないフレーム）あるいは未撮影フレームに対応したフレームトラックを、
別情報記録用に開放させる機能を設けることもできる。そして、開放されたトラックが、
リーダートラックか任意のフレームトラックか、またどの情報か等の付属情報を、例えば
機能選択テーブル FT1,FT2 以降に記録しておく。これにより、ロール／フレームの任意の
情報の延長あるいは拡張情報を記録することができる。
【００６２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る磁気情報の記録方法によれば、磁気トラックをフイルム
先端のリーダー部におけるリーダートラックと前記リーダー部の後方の各フレームに対応
するフレームトラックとに区分し、リーダートラックにメーカー固有のメーカーコードや
特定の機能を示す機能選択コードを記録し、各フレームトラックには、前記メーカー識別
コードや機能選択コードによって規定される磁気情報を記録するようにしたため、機器や
ラボでは、リーダートラックにおけるメーカー識別コードや機能選択コードを読み取るこ
とによって、どのメーカーの、どのサービスが提供されているかを認識した上で、各フレ
ームトラックに記録された磁気情報に対して対応することができ、対応できない場合には
、機器では予め警告等を発したり、ラボでは対応できる他のラボに回したり、ユーザーに
その旨を伝えて返却することができる。また、各フレームトラックを機能別に利用するこ
とができ、これにより磁気トラックの磁気記録容量内でも十分なサービスを受けることが
できる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明に係る磁気情報の記録方法が適用されるフイルムプレーヤの外観図
である。
【図２】図２は図１に示したフイルムプレーヤに適用されるフイルムカートリッジの一例
を示す図である。
【図３】図３は図１に示したフイルムプレーヤの内部構成の一実施例を示すブロック図で
ある。
【図４】図４は図１に示したフイルムプレーヤの作用を説明するために用いたフローチャ
ートである。
【図５】図５は図１に示したフイルムプレーヤにおいて搬送されるフイルムの搬送シーケ
ンスの一例を示す図である。
【図６】図６（Ａ）乃至（Ｄ）は図１に示したフイルムプレーヤにおけるＣＣＤバッファ
、表示バッファにおける記憶領域及びモニタＴＶの表示画面を示す図である。
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【図７】図７はインデックス画像を使用して自動再生情報を入力する場合のモニタ画面の
一例を示す図である。
【図８】図８（Ａ）乃至（Ｃ）はそれぞれ１フレーム画像を使用して自動再生情報を入力
する場合のモニタ画面の一例を示す図である。
【図９】図９（Ａ）及び（Ｂ）はそれぞれ本発明に係る磁気情報の記録方法による磁気ト
ラックの記録フォーマットを示す図である。
【符号の説明】
１００…フイルムプレーヤ
１０９…モニタＴＶ
１１０…フイルムカートリッジ
１１４…写真フイルム
１１４Ｂ、１１４Ｃ…磁気トラック
１２０…マウス
１３０…光源
１３５…撮影レンズ
１４２…ＣＣＤラインセンサ
１５１…第１信号処理回路
１５２…第２信号処理回路
１５３…第３信号処理回路
１５４…メモリ制御回路
１６０…中央処理装置（ＣＰＵ）
１７０…フイルム駆動メカ
１８０…光学データ読取装置
１８２…磁気記録再生装置
Ｍ１…ＣＣＤバッファ
Ｍ２…表示バッファ
Ｌ１、Ｌ２…リーダートラック
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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